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東カリブ諸国機構（ＯＥＣＳ）６か国月間情勢報告 

 （アンティグア・バーブーダ（アンティグア）、ドミニカ（国）、グレナダ、セ

ントルシア、セントクリストファー・ネービス（セントキッツ）、セントビンセ

ント及びグレナディーン諸島（セントビンセント）） 

（２０２３年１０月） 

 

在トリニダード・トバゴ日本国大使館 

 

１０月の東カリブ諸国機構（ＯＥＣＳ）６か国（注）の内政、経済、外交月間報

告は以下の通り。（注：アンディグア・バーブーダ（アンティグア）、ドミニカ（国）、

グレナダ、セントルシア、セントクリストファー・ネービス（セントキッツ）、

セントビンセント及びグレナディーン諸島（セントビンセント）） 

 

１ 概況 

●（ドミニカ）２日、バートン新大統領の宣誓式が行われ、同大統領が正式に就

任。初の先住民族（カナリゴ）及び女性大統領。更に同大統領は、ドミニカにお

ける最高国家賞であるドミニカ名誉賞（Dominica Award of Honour）を受賞。 

●（セントビンセント）国際通貨基金（ＩＭＦ）によると、セントビンセントの

２０２３年 GDP 成長率は６．２％、２０２４年には５．４％を記録する見込み。 

●（セントビンセント）ゴンザルベス首相は、２０２３年９月末時点の政府歳入

は前年同期比９．２％増となった旨発表。 

●（セントビンセント）ドゥーガン総督は台湾の建国記念日祝賀行事に参加する

ため台湾を公式訪問した。 

●（セントキッツ）国際通貨基金（ＩＭＦ）によると、セントキッツの２０２３

年のＧＤＰ成長率は４．９％、２０２４年は３．８％を記録する見込み。 

●（セントキッツ）外交樹立４０周年を記念して呉台湾外相がセントキッツを公

式訪問し、ダグラス外相と会談。更に、両外相は外交分野における両国間の教育

訓練協力拡大に向けた「外交職員訓練協力に関する協定」に調印した。 

●（セントキッツ）リバード・セントキッツ総督は台湾の建国記念日祝賀行事に

参加するため、セントキッツの総督として初めて台湾を公式訪問した。 

●（セントルシア）ピエール首相及びバプティスト外相がベネズエラを公式訪問

し、両国は開発や教育、観光、漁業、食糧主権、航空輸送、インフラ等の分野に

おける二国間協力の拡大を目的とする３つの協定に調印。 

●（グレナダ）１０～１１日、韓国で第１３回韓国・カリブ諸国パートナーシッ

プ・ハイレベル・フォーラムが開催され、ウィリアムズ動員・実施・変革担当大

臣が出席。同大臣は韓国の外交部長官及び貿易・産業・エネルギー大臣と会談を
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行い、投資の機会、ＩＣＴに関する知識共有、及び奨学金の機会等に関する協議

を行った。 

 

２ 内政 

●（２日ドミニカ報道）２日、バートン新大統領の宣誓式が行われ、同大統領が

正式に就任。初の先住民族（カナリゴ）及び女性大統領。更に同大統領は、ドミ

ニカにおける最高国家賞であるドミニカ名誉賞（Dominica Award of Honour）

を受賞。 

●（２５日アンティグア報道）ブラウン首相は、本年１０月に実施されたセント・

メアリーズ南選挙区の補欠選挙において、アンティグア・バーブーダ労働党（Ａ

ＢＬＰ）の候補者であったドゥウェイン・ジョージ氏を新財務・財務・企業統治・

官民連携省付国務大臣に任命。 

 

３ 経済 

●（３日グレナダ報道）ミッチェル首相兼民間航空大臣は、スライティ・カター

ル運輸通信大臣と航空サービス協定に調印。 

●（６日セントビンセント報道）台湾はセントビンセント警察庁に、１６０台の

防犯・監視カメラ、３０の移動式カメラ、及び車両ナンバープレート識別システ

ムを寄贈。 

●（７日セントルシア報道）セントルシア政府は、人材強化を目的に台湾政府と

共同で情報通信技術（ＩＣＴ）の活用普及に関する４年間のプロジェクトを発足

し、台湾政府から１５１万９，４１６米ドルの供与を受けた。セントルシア政府

は４９．３万米ドルを負担予定。 

●（１１日ドミニカ報道）スケリット首相は、これまでに同国の地熱プロジェク

トに計１．５億東カリブドル（５，５１４万米ドル）が投資された旨発表。今後

数ヶ月以内に、ラウダットに１０メガワットの発電所と新たな大容量の送電網

の建設が開始される見込み。費用の４５％はドミニカ政府負担、残り５５％はパ

ートナー国からの援助や技術支援である。 

●（１２日セントルシア報道）ピエール首相兼国家安全保障大臣は、最先端の銃

器鑑定・分析能力を備えた法医学専門チームを設置するため、台湾より特殊機材

の供与及び４０万東カリブドル（約１４．７万米ドル）の資金提供を受けた。 

●（１２日セントビンセント、１７日セントキッツ報道）国際通貨基金（ＩＭＦ）

によると、セントビンセントの２０２３年ＧＤＰ成長率は６．２％、２０２４年

には５．４％を記録する見込み。セントキッツの２０２３年成長率は４．９％、

２０２４年は３．８％の見込み。 

●（１７日アンティグア報道）欧州連合（ＥＵ）は「税務面で非協力的な国・地
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域のＥＵリスト」を更新し、アンティグアが新たに同リストに追加された。 

●（２４日アンティグア報道）ＯＥＣＳはサルガッサムに関する環境及び開発課

題の持続可能な解決策を探るべく、アルガルテック社によるスタディーツアー

に参加。同社は藻類製品・藻類バイオ製品の研究、開発、コンサルを専門とする

自然化学・工学研究機関。 

●（２３日、２５日セントビンセント報道）ゴンザルベス首相は、２０２３年９

月末時点の政府歳入は前年同期比９．２％増となった旨発表。 

 

４ 外交 

●（５日セントキッツ報道）外交樹立４０周年を記念して呉台湾外相がセントキ

ッツを公式訪問し、ダグラス外相と会談。更に、両外相は外交分野における両国

間の教育訓練協力拡大に向けた「外交職員訓練協力に関する協定」に調印した。 

●（５日セントビンセント報道）３日、ベナン共和国と外交関係を樹立。 

●（６日セントキッツ、８日セントビンセント報道）リバード・セントキッツ総

督及びドゥーガン・セントビンセント総督は台湾の建国記念日祝賀行事に参加

するため台湾を公式訪問した。リバード総督の台湾公式訪問はセントキッツの

総督として初。 

●（１１日セントルシア報道）ピエール首相及びバプティスト外相がベネズエラ

を公式訪問し、両国は開発や教育、観光、漁業、食糧主権、航空輸送、インフラ

等の分野における二国間協力の拡大を目的とする３つの協定に調印した。 

●（１８日グレナダ報道）１０～１１日、韓国で第１３回韓国・カリブ諸国パー

トナーシップ・ハイレベル・フォーラムが開催され、ウィリアムズ動員・実施・

変革担当大臣が出席。同大臣は韓国の外交部長官及び貿易・産業・エネルギー大

臣と会談を行い、投資の機会、ＩＣＴに関する知識共有、及び奨学金の機会等に

関する協議を行った。 


